
リスク評価～リスク識別とリスク評価～
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リスク識別
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リスク識別

5つのリスク分類はさらに細分化され、仮説を立てたリスクは532個となります。そのう
ち、リスクがあると識別したものは250個になります

G ガバナンス

S 戦略と計画

O 業務運営と経営インフラ

C コンプライアンス

R 開示と報告

GG コーポレートガバナンス
GE 倫理観

SR 病院の社会的責任と社会貢献
SX 外部要因
SP 中期計画
SS 経営戦略

OA 病院資産
OF 財務と会計
OH 組織人事
OI  情報システム
OL 法務
OM 診療、医療需要調査、情報発信
OS 医療提供体制

CC コンプライアンス

RR 開示と報告

43/75

47/110

113/283

28/30

19/34

リスク分類 Level1

リスク分類 Level2

識別したリスク/リスク仮説



リスク評価
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全体として、発生可能性は3から5の間に、影響度は2から4の間に評価されるリスク
が多い結果となっております
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リスク評価の結果

バブルの大きさ：リスクの数
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リスク評価の結果

識別したリスク250個のうち対応すべきと評価したリスクは20個になりました。対応す
べきと評価したリスクに対し、リスク低減策を立案します

大, 

15

中, 

133

小, 

102

ガバナンス

コンプライアンス 開示と報告

戦略と計画 業務運営と経営インフラ

重要度別
評価リスク数量

（個）
30 28
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リスク

仮説

識別した

リスク

対応すべき

リスク

重要度

重要度

重要度

【補足事項】
 対応すべきと評価したリスク項目の内訳は、重要度「大」と評価した15項目、重要度「中」のうち影響度「4」・発生可能性「4」と評価した項目及び診療報
酬改定に関連する項目の5項目になります
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リスク対応～リスクマネジメント体制の整備～
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内部統制委員会、リスク管理委員会、内部監査室の位置付け

内部統制の所管部署である内部統制委員会は理事会直下に位置付けられ、病院全
体の内部統制についての指揮監督を担うよう位置付けが整理されました

病院長

医療安全部
地域医療連携
センター

臨床研修
センター

内部統制委員会

理事会

理事長

副院長

リスク管理委員会

内部監査室

感染管理部 医療情報開発部 治験管理部
がん診療連携
センター

診療科 看護部 中央診療部門 事務局

診療サポート
チーム


